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日本で生活する外国籍者は増加している。出入国在留管理庁による令和２年(2020 年)

６月末における中長期在留者数は 257 万 6622 人、特別永住者数は 30 万 9282 人であり、合

わせて 288 万 5904 人にのぼる。在留資格からみると日本に住む外国人の多くが永住者で

80 万 872 人、次いで技能実習生 44 万 2422 人である。しかし、日本政府は増加していく外

国人を移民ではなく一時的な居住者、一時的な労働者としてビザを発給する例がほとんど

である。政府だけでなく、もしかしたら日本国籍者も、増えていく外国人の生活者に対し、

いつかは自分の母国に帰っていく者だと信じているかもしれない。しかし本当に、彼らは

いずれ母国へ帰るつもりなのであろうか。外国人の生活者が日本で増えるにつれ家を買う

外国籍者も増加している。こうした傾向は、彼らが一時的な居住者としてではなく、定住

の意思をもつ者の増加であるといえる。 

日本で生活する彼らが日本語の必要性を感じ、日本語を学びたいと思ったとき、多くの

人が地域日本語教室で学習することを選択している。その理由は、多くの地域日本語教育

教室は無料、もしくはとても安価な授業料であるからである。また、地域日本語教室とい

うからには、自らの生活圏に教室があることが予想され、通学しやすいという理由もある。 

本研究は目的は、3 つの面からノンネイティブ日本語教師の活躍の可能性を探ることで

ある。 

①日本語教育の面では、学習者に寄り添える立場として、 

②生活の面では、日本への理解の橋渡しとして、 

③社会参加の面では、社会共生のための手本となり、 

 

地域日本語教室の実態をアンケート調査することと、PAC 分析を用いて、日本に在住生

活者であり、地域日本語教室での学習経験のある協力者へのインタビューを行った。 

そうしたなかで、今回の調査の結果から、特にノンネイティブである日本語教師に期待

される役割として、以下の 3 点を挙げた 

ア：学習者の出身を問わず話しやすい存在として学習者の支援 

日本語学習のため、異文化である日本の中で抱える孤独感、違和感に悩みは、ノンネイ

ティブは敏感である。生活者の心の支えや、生活のアドバイできる存在であり。自らも学

習者である立場からの、学習者の将来の夢から逆算した、今後の必要な学習の見通しへの

相談にのること。 

イ：学習者に対して日本に対しての思いを語ること 

日本語を学習し続けて日本語教師になったモチベーションはやはり日本の何かが好き

であったからということが予想される。日本語ネイティブ話者のように、あらゆる日本文

化に精通していなくても、ノンネイティブならではの、日本語を学び続けた理由や日本の

好きなことを語るということができる。 

ウ：日本で生活しているノンネイティブへの生活情報の提供 

地域教室や、地域コミュニティへ参加している者に対して、少しでも有益な情報を提供

することで疎外感をとりのぞくこと。日本人が主催するイベントや教室だけでなく、ノン

ネイティブや、外国由来の生活者が主催するイベントや教室を応援し、日本人に紹介する

こと。 
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グローバル化が進展し、日本の社会は外国人の人材の活用が不可欠となった。現実とし

て、非母語話者が日本の社会の多くを支えているこうしたなか、地域の共生向けて、親切

な日本人は日本語教室や、異文化交流センターといった共生事業を始めようとする。そう

して日本人や日本社会与えられたものにノンネイティブを参加させようとする。稿者は論

文執筆にあたって、日本人と外国由来のノンネイティブ生活者の間に入る存在として、こ

うした日本語教室や交流イベントの時に活躍できると考えた。また、ノンネイティブの生

活者とのインタビューを通して、ノンネイティブの生活者が、日本での生活の模範となる

非母語話者の仲間の存在を求めていることを感じた。しかし、ただ間に入ったり、寄り添

ったりする存在では足りない。日本国籍者とノンネイティブとの共生ために、日本人が作

り上げた制度、社会システム、交流イベントの間に入るだけではなく、むしろ、ノンネイ

ティブ生活者自身が共生のための組織やイベントを作り、そこに日本語ネイティブ、ノン

ネイティブを問わず巻き込んでいくことが必要だという考えに至った。こうした場面でノ

ンネイティブの日本語教師がそうした動きを先導したり、間に立ったりすることが期待さ

れるのではないだろうか。 
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